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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月3日(2018.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療従事者の頭部に装着されるフレームと、
　少なくとも前記医療従事者の眼前部と顔側面の一部とを覆い、３次元画像に対して所定
の偏光特性を有する偏光シールドと、
からなる、手術用フェイスガード。
【請求項２】
　前記偏光シールドは、前記フレームに着脱可能に設けられ、
　前記フレームは、前記偏光シールドを前記フレームの右側部で固定する右固定部材及び
前記偏光シールドを前記フレームの左側部で固定する左固定部材を備える、請求項１に記
載の手術用フェイスガード。
【請求項３】
　前記偏光シールドには、前記右固定部材の嵌合部と嵌合する右嵌合孔と、前記左固定部
材の嵌合部と嵌合する左嵌合孔とが形成されており、
　前記右嵌合孔と前記左嵌合孔とは異なる形状を有する、請求項２に記載の手術用フェイ
スガード。
【請求項４】
　前記偏光シールドは、３次元画像を３次元視可能にする偏光特性を有する３次元視用シ
ールドである、請求項１～３のいずれか１項に記載の手術用フェイスガード。
【請求項５】
　前記偏光シールドは、３次元画像を２次元視可能にする偏光特性を有する２次元視用シ
ールドである、請求項１～３のいずれか１項に記載の手術用フェイスガード。
【請求項６】
　前記偏光シールドには、偏光特性を示す識別マークが付されている、請求項１～５のい
ずれか１項に記載の手術用フェイスガード。
【請求項７】
　前記医療従事者の顔面と対向する前記偏光シールドの内面は、曇りを防止する曇り止め
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コーティングが施されている、請求項１～６のいずれか１項に記載の手術用フェイスガー
ド。
【請求項８】
　前記医療従事者の顔面と対向する前記偏光シールドの内面と反対側の外面は、撥水コー
ティングが施されている、請求項１～７のいずれか１項に記載の手術用フェイスガード。
【請求項９】
　前記偏光シールドに重畳される他のシールドをさらに備える、請求項１～８のいずれか
１項に記載の手術用フェイスガード。
【請求項１０】
　前記フレームは、右側部又は左側部から前記医療従事者の頭部と反対側に突出する突起
部を有する、請求項１～９のいずれか１項に記載の手術用フェイスガード。
【請求項１１】
　前記フレームは、滅菌処理に対して耐性を有する材質から形成されている、または滅菌
処理に対して耐性を有する加工が施されている、請求項１～１０のいずれか１項に記載の
手術用フェイスガード。
【請求項１２】
　前記偏光シールドは、前記医療従事者の顔前面の略全体を覆う、請求項１～１１のいず
れか１項に記載の手術用フェイスガード。
【請求項１３】
　前記３次元画像は、患者の術部に関する内視鏡画像である、請求項１～１２のいずれか
１項に記載の手術用フェイスガード。
【請求項１４】
　医療従事者の眼前に位置するフレーム前面部と、
　前記フレーム前面部の右端から延びるフレーム右側部と、
　前記フレーム前面部の左端から延びるフレーム左側部と、
を備え、
　前記フレーム右側部又は前記フレーム左側部は、前記医療従事者の頭部と反対側に突出
する突起部を有する、手術用フレーム。
【請求項１５】
　前記フレーム右側部は、３次元画像に対して所定の偏光特性を有する偏光シールドを固
定する右固定部材の右嵌合部を有し、
　前記フレーム左側部は、前記偏光シールドを固定する左固定部材の左嵌合部を有し、
　前記右嵌合部と前記左嵌合部とは異なる形状を有する、請求項１４に記載の手術用フレ
ーム。
【請求項１６】
　３次元画像に対して所定の偏光特性を有する偏光領域と、
　医療従事者の頭部に装着されるフレームの右固定部材の嵌合部と嵌合する右嵌合孔と、
　前記フレームの左固定部材の嵌合部と嵌合する左嵌合孔と、
を備え、
　前記右嵌合孔と前記左嵌合孔とは異なる形状を有する、手術用偏光シールド。
【請求項１７】
　３次元画像を表示する表示装置と、
　医療従事者の頭部に装着されるフレームと、少なくとも前記医療従事者の眼前部と顔側
面の一部とを覆い、３次元画像に対して所定の偏光特性を有する偏光シールドと、からな
る、手術用フェイスガードと、
からなる、手術システム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
【図１】本開示の一実施形態に係る手術用フェイスガードを示す概略斜視図である。
【図２】同実施形態に係るフレームの斜視図である。
【図３】同実施形態に係るフレームの平面図である。
【図４】同実施形態に係るフレームの底面図である。
【図５】同実施形態に係るフレームの正面図である。
【図６】同実施形態に係るフレームの背面図である。
【図７】同実施形態に係るフレームの左側面図である。
【図８】同実施形態に係るフレームの右側面図である。
【図９】３次元視用シールドの一例を示す概略平面図である。
【図１０】２次元視用シールドの一例を示す概略平面図である。
【図１１】フレームとシールドとの間に形成される通気用の隙間を示す平面図である。
【図１２】偏光領域のないシールドの一例を示す概略平面図である。
【図１３】顔面全体を覆うシールドの一例を示す概略平面図である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　また、シールド２００Ａの水平方向の両端部に、固定部材１２０Ｒ、１２０Ｌの取付部
１２１Ｒ、１２１Ｌに咬み込む咬込部２１３Ｒ、２１３Ｌを形成してもよい。これにより
、取付部１２１Ｒ、１２１Ｌにシールド２００が引っ掛かるようになり、フレーム１００
からシールド２００を外れにくくすることができる。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　一方で、３次元画像を３次元画像ではなく２次元画像として見たい場合には、３次元画
像を２次元視可能とするための偏光特性を有する２次元視用シールド２００Ｂをフレーム
１００に取り付けたフェイスガード１を使用すればよい。２次元視用シールド２００Ｂは
、フェイスガード１の装着者の右眼に対応する右眼偏光領域２２０Ｒと、左眼に対応する
左眼偏光領域２２０Ｌとからなる偏光領域２２０を備える。この偏光領域２２０を介して
３次元画像を見ることで、３次元画像ではなく２次元画像として見ることができる。特に
、看護師等の頻繁に移動する作業者にとっては、３次元画像によるいわゆる３Ｄ酔いを引
き起こすことがある。これを防止するために、この作業者は３次元画像を２次元画像とし
て見ることが望ましい。これにより作業者は３Ｄ酔いを起こすことなく、正確かつ安全に
作業を行うことができるようになる。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
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　また、識別マークは、図９及び図１０に示したように、「３Ｄ」、「２Ｄ」といった文
字であってもよく、偏光特性に応じて異なる記号等であってもよい。さらに、識別マーク
を設ける位置を固定することで、シールド２００の表裏の識別をより確実に提示すること
ができる。例えば、図９及び図１０に示したように、識別マーク２１７、２２７を常に左
嵌合孔２１５Ｌ、２２５Ｌの上部に設けるようにすることで、フレーム１００に対して識
別マーク２１７、２２７が左側に位置するようにシールド２００を設ければ、表裏も正し
く配置させることができる。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）
　医療従事者の頭部に装着されるフレームと、
　少なくとも前記医療従事者の眼前部と顔側面の一部とを覆い、３次元画像に対して所定
の偏光特性を有する偏光シールドと、
からなる、手術用フェイスガード。
（２）
　前記偏光シールドは、前記フレームに着脱可能に設けられ、
　前記フレームは、前記偏光シールドを前記フレームの右側部で固定する右固定部材及び
前記偏光シールドを前記フレームの左側部で固定する左固定部材を備える、前記（１）に
記載の手術用フェイスガード。
（３）
　前記偏光シールドには、前記右固定部材の嵌合部と嵌合する右嵌合孔と、前記左固定部
材の嵌合部と嵌合する左嵌合孔とが形成されており、
　前記右嵌合孔と前記左嵌合孔とは異なる形状を有する、前記（２）に記載の手術用フェ
イスガード。
（４）
　前記偏光シールドは、３次元画像を３次元視可能にする偏光特性を有する３次元視用シ
ールドである、前記（１）～（３）のいずれか１項に記載の手術用フェイスガード。
（５）
　前記偏光シールドは、３次元画像を２次元視可能にする偏光特性を有する２次元視用シ
ールドである、前記（１）～（３）のいずれか１項に記載の手術用フェイスガード。
（６）
　前記偏光シールドには、偏光特性を示す識別マークが付されている、前記（１）～（５
）のいずれか１項に記載の手術用フェイスガード。
（７）
　前記医療従事者の顔面と対向する前記偏光シールドの内面は、曇りを防止する曇り止め
コーティングが施されている、前記（１）～（６）のいずれか１項に記載の手術用フェイ
スガード。
（８）
　前記医療従事者の顔面と対向する前記偏光シールドの内面と反対側の外面は、撥水コー
ティングが施されている、前記（１）～（７）のいずれか１項に記載の手術用フェイスガ
ード。
（９）
　前記偏光シールドに重畳される他のシールドをさらに備える、前記（１）～（８）のい
ずれか１項に記載の手術用フェイスガード。
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（１０）
　前記フレームは、右側部又は左側部から前記医療従事者の頭部と反対側に突出する突起
部を有する、前記（１）～（９）のいずれか１項に記載の手術用フェイスガード。
（１１）
　前記フレームは、滅菌処理に対して耐性を有する材質から形成されている、または滅菌
処理に対して耐性を有する加工が施されている、前記（１）～（１０）のいずれか１項に
記載の手術用フェイスガード。
（１２）
　前記偏光シールドは、前記医療従事者の顔前面の略全体を覆う、前記（１）～（１１）
のいずれか１項に記載の手術用フェイスガード。
（１３）
　前記３次元画像は、患者の術部に関する内視鏡画像である、前記（１）～（１２）のい
ずれか１項に記載の手術用フェイスガード。
（１４）
　医療従事者の眼前に位置するフレーム前面部と、
　前記フレーム前面部の右端から延びるフレーム右側部と、
　前記フレーム前面部の左端から延びるフレーム左側部と
を備え、
　前記フレーム右側部又は前記フレーム左側部は、前記医療従事者の頭部と反対側に突出
する突起部を有する、手術用フレーム。
（１５）
　前記フレーム右側部は、３次元画像に対して所定の偏光特性を有する偏光シールドを固
定する右固定部材の右嵌合部を有し、
　前記フレーム左側部は、前記偏光シールドを固定する左固定部材の左嵌合部を有し、
　前記右嵌合部と前記左嵌合部とは異なる形状を有する、前記（１４）に記載の手術用フ
レーム。
（１６）
　３次元画像に対して所定の偏光特性を有する偏光領域と、
　医療従事者の頭部に装着されるフレームの右固定部材の嵌合部と嵌合する右嵌合孔と、
　前記フレームの左固定部材の嵌合部と嵌合する左嵌合孔と、
を備え、
　前記右嵌合孔と前記左嵌合孔とは異なる形状を有する、手術用偏光シールド。
（１７）
　３次元画像を表示する表示装置と、
　医療従事者の頭部に装着されるフレームと、少なくとも前記医療従事者の眼前部と顔側
面の一部とを覆い、３次元画像に対して所定の偏光特性を有する偏光シールドと、からな
る、手術用フェイスガードと、からなる、手術システム。
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